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要旨
「キレる」という語は1990年代から社会一般において広く使われるようになった言葉である。本稿では、まず、「キレるJ
に関する国内の主要な辞書の記述の変還や研究報告から、「キレる」の用法や定義について歴史的な側面も含め振り返っ
た。次に「キレる」現象を捉えるための概念モデルと尺度「キレる系ストレス蓄積度尺度 (AdolescentImpulsiveness 
Scale; AIS) Jについて説明し、最後に今後の研究の方向性について記述した。
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1 .はじめに
日本において「キレる」という言葉が社会一般で広く
使用されるようになって、10年余が経過した。初期には、
若者言葉として使用されていた「キレる」という言葉で
あるが、現代では、圏内の一般的な辞書にもその意味や
用法について、掲載されるようになってきた。本稿では、
「キレる」という言葉の誕生やその定義について、一般
的な辞書や研究報告を基に記述した。次に「キレる」と
いう現象を捉えるための、概念モデルと尺度について説
明した。
I. rキレるJとは
「キレる」という言葉は、一般的な用語解説を兼ねた
辞書に、日本において問題行動を起こした少年たちがそ
のときの心理状態を説明するときなどに使うと記され
ているが(現代用語の基礎知識， 1998)、特に1998年前
半、中高生の刃物による凶悪犯罪が続発し、その当時、
怒りで自分をコントロ}ルできなくなることを指すこの
言葉に社会の注目が集まった(朝日現代用語「知恵蔵J，
1998)。そして、「キレる」という言葉が社会一般におい
て広く使われるようになっていった(東京都・編:キレる，
1999，斎藤孝， 1999)。時事用語や俗語が解説されてい
る『現代用語の基礎知識』や『朝日現代用語「知恵蔵Jj
ともに1999年版において「キレる」を取り上げ、特集を
組むなどして紹介している。「キレる」の定義について、
日本の一般的な辞書や研究報告からまとめ、表lに示し
た。広辞苑 (1998)では、「切れる」とは「我慢が限界
に達し、理性的な対応ができなくなる」こと、朝日現代
用語「知恵蔵J1999年版では、「キレる」とは「ちょっ
とした不快感や怒りを感じただけで自制できなくなり、
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衝動的な暴力行動(潜在的な場合もあり得る)に走るJ
ことと記されている。また、東京都の報告(1999)には、「キ
レる」とは「何かのきっかけで、頭の中が真っ白になり、
前後の出来事を覚えていない、または通常ではありえな
い行動に移っていた状態」すなわちブレーキが利かなく
なった状態を意味すると記されている。発達過程研究会
(国立教育政策研究所)の富岡ら (2002)は、「キレる」
現象を「突発性攻撃的行動および衝動」と表現している。
また、我々は、「キレる」現象を、思春期の子どもと教
員へのインタビューや文献検討等から、 (1)感情のコン
トロールを失い、 (2)ものごとの結末が考えられない状
態になって、 (3)衝動的に行動するという(1)から (3)の
一連の状態と定義した(森口ら 2011)。これらは少し
ずつ表現が異なっているが、「キレる」とは、自己コン
トロール力の及ばない衝動的な行動というネガテイブな
意味合いを持っている。
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表 1に示した「キレる」の定義一覧の通り、 1990年
中頃までの辞書には、「キレる」に関する記述はなく、
1990年代後半に社会一般で広く使用されるようになって
から、現代用語解説書だけでなく、『大辞林』や『デジ
タル大辞泉Jなどの辞書にも取り上げられるようになっ
てきている。
次に「きれる[切れるJ という語の意味や用法の変
化について、 1998年に改訂された 『広辞苑Jを取り上げ
て、それ以前の改訂 (1991年)およびその次の改訂 (2008
年)を合わせて、その変選を示した(表2)0 r広辞苑Jは、
国語辞典と百科事典を兼ね備えた画期的な辞書と して刊
行されてから50年余を経て、今日では1.100万人の読者
を持つ国民的辞書に育ち、日本語の規範として、ゆるぎ
ない信頼を得ている辞書である (r広辞苑12008)0 r広
辞苑jでは、 1991年版から1998年版への改訂時に、表2
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内の丸数字、すなわち、 6番、 7番、 11番の 3つの意味
が加わり、「きれる[切れるJの意味は9個から12個に
増えた。そして、 6番と 7番には、用法が記された。さ
らに、 10番と12番に 1つずつ用法が加えられた。表2で
は、それらの変更点を太字で示した。次に、 1998年版か
ら2008年版への改訂についてであるが、「きれる[切れ
るJ に関 しては、 ーか所だけの変更であり、 意味の 1
番の文字の送り仮名が変更になっている。すなわち、「分
れ離れる」と表記さ れていたものが、「分かれ離れる」
の表記に変更されている。「キレる」については、既に
1998年の改訂版から加えられ、 意味の11番に 「我慢が限
界に達し、理性的な対応ができなくなる。」と記されて
いる。しかし、1998年の改訂版と2008年の改訂版ともに、
「キ レる」の用法については空白になっている。これに
ついては、 「キ レるjという語が広まってわずか10年余
しか経ていないことや、他の意味との区別が難しいこと
表2.広辞苑第4版 (1991)かう第6版 (2008)の比較に基づいた「きれる [切れるJの意昧と用法(一部改変)
意味 用法
1 (つながっていた事物が自然と)分かれ離れる。
切断される。
新築和歌集(恋) r主れて後又も続かぬ白糸のそのふしぶ
しはさもあらばあれJ0 r縁が主れる」
2 (物事に)裂け目が出来る。破れる。
3 絶える。(物事が)尽きる。
4刃物の切れあじが鋭い。
5決断が早くて、よく事を処理する。
@定められた時間や期聞が終わりになる。
⑦ある数値以下になる。割れる。
8金銭を気前よくつかう。気前のょいところを見せる。
9 I隔がきく 。勢力がある。
10方向がそれる。
⑪我慢が限界に達し、理性的な対応ができなくなる。
12 (動詞の連用形に付いて) ...し通すことができる。
完全に することができる。(多く打消の認を伴う)
古事記(下) r皇子の柴垣ハ節結(やふじま)り結りもと
ほし主れむ柴垣」 。月詣和歌集「かつまたの池の爆は昔主
れにき」
狂、止動方角(しどうほうがく) r折れふし茶が主れてJ。
「その品物は主れております」
狂、武悪「ょうえれる御l太刀でござるj
「あの人は主れる人だ」
『定期券が主れるj
「元値が主れる」
浮世床(初) rこれでも、はづむ所では、随分之れて見せる
よJ
東海道中膝栗毛(5) rわしゃあこではゑらふ主れるが
なJ
日補辞書「コノウマワ主レヤスイウマヂャJ。浄、 j甫島年
代記「舞ふ小羽機よそへ主るるな、それ行くな」 。
『打球が右に主れるJ
「こらえ主れずに手を出したJ r死んでも死に之れない」
「待ち主れない』
?
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?
がその理由として挙げられると思われる。たとえば、意
味の5番の「決断が早くて、よく事を処理する。」の用
法である 「あの人はきれる人だ」は、 1990年代以前であ
れば、誰もが同じように理解することができたが、「キ
レる」という語が広まって以降は、前出の1番の意味に
受け取られることもある。『広辞苑jにおける用法の紹
介については次回の改訂を待ちたい。一方で、2000年代
に改訂された辞書の中にはその用法が示されているもの
もある。例えば、 『大辞林j(2006)では、「近年の若者
は，ささいなことですぐきれる」と記されている。また、
Web化された 『デジタル大辞泉j(2009)には、「彼は
すぐにきれるから怖い」と記されている。いずれも1990
年代後半に社会一般に広まった時の現象が反映された表
言己になっている。
I. rキレる」の概念モデル
この「キレる」と呼ばれる行動には、遺伝的背景、成
育歴(養育環境)、親密な他者との信頼関係、暴力映像
への暴露、脳損傷、食生活(栄養素・有害化学物質)、
地域社会な ど、さまざまな要因の関連が考えられるが、
「キレる」という特殊な状態の原因を特定することは難
しく、その詳細は明らかにされていない。つまり、実際
のキレる行動へのレディネスは、多様な要因により決定
されると考えられる。さらに、このレディネスは個人ご
とに異なる量と質を持った一種の構造と考えることがで
きる。例えばある個人ではある特定のパターンのストレ
ス状況下ではキレる行動が誘発されやすいが、別のある
個人では別のタイプのス トレス状況下でキレやすいとい
う違いが生じてくる。このようなキレやすさの量的質的
側面を評価できるような尺度の作成を試みた。そして、
量的側面はその尺度の総得点で表現され、質的側面は、
この尺度を因子分析した結果えられる次元構造によって
評価されるような尺度「キレる系ストレス蓄積度尺度
[Adolescent Impulsiveness Scale (以下、 AIS)JJを開
発した(森口ら.2011)。それを図式化し、概念モデル
として図 1に示した。図1内の<パターン例>に記した
A. B. C. D. E.は、作成した尺度AISの下位尺度5項目を
イメージして示している。そして各項目の脆弱性を面積
の減少や形状で表現している。さらに、 “レディネスの
個人差"を<パターン例>として3つ挙げているが、例
えば、最下段のパターンでは、A.B. C. D. E.の内、D.
とE の面積が狭く、 D とE ではE.の方がより狭い。そ
れ故に、区図11に示している
た場合、“ActionrキレるJ"の<パターン例>の最下段
で示しているような“③要因D.Eでキレやすい。要因E
ですぐにキレる。"という状況に陥りやすくなることが
推定される。
圏協議罪因
0脳機能の発進 ーoレディネスの個人差 + 惨oActionrキレるj
<影響国子>
<パターン例〉 <パターン例>
A A 
-遺伝釣湾策 公 多ど (I)キレにくい。-器越自民綴-成禽控苦〈養沓環境)-食主主活(栄華毒素・有害化学物質〉
-絶滅宅士会
など
A A 
や 決 ③要因Cでキレやすい。
t1 来③要!29D.Eでキレやすい。~!29Eですぐにキレる。
図1.iキレる」の概念モデル
???
AISは、 26項目、 5つの下位尺度 (A.嫌悪感、 B.
無気力感、 C.脱抑制、 D.衝動的攻撃的雰囲気、 E.
閉塞感)で構成された「キレる」状態を多面的に評価す
る自己記述式の尺度である O 質問項目は、 1A.嫌悪感、
DisgustJは、「自分だけが攻撃されているように思う」、
「他人に言えない怒りがある」などの「嫌悪感」に関連
した衝動性、IB.無気力感ApathyJは「毎日が退屈だ」、
「人との関わりがわずらわしく思う」などの「無気力感」
に関連した衝動性、 IC.脱抑制、 DisinhibitionJは、「つ
い、相手を非難してしまう」などの「脱抑制」に関連
した衝動性、 ID. 衝動的攻撃的雰囲気、 Aggressive
impulseJは「いらいらすることが多い」などの「衝
動的攻撃的雰囲気Jに関連した衝動性、 IE. 閉塞感、
StagnationJは、「自分を見失いそうになる」などの「閉
塞感」に関連した衝動性を反映する。このAISを用いて
思春期の物質乱用者(すなわちアルコールや薬物の乱用
者)の調査を行った結果、物質依存に至っていないもの
を含む物質乱用者は、性格行動傾向として無気力感が高
まっていることが推察された (Moriguchiet al.， 2011)。
N.おわりに
本稿では、「キレる」の定義に関する一般的な辞書の
記載内容の変選や研究報告での記載と、「キレる」の概
念モデルおよびそれに基づいた尺度であるAISの紹介を
した。「キレる」という言葉が誕生して10年余を経た現
代社会において、この「キレる」という言葉は衰退する
ことなく、自己コントロール力の及ばない衝動的な行動
というネガテイフ守な意味合いを持って社会一般に浸透し
ている。
今後は、衝動性を症状の一部とするその他の疾患や、
AISの5つのドメインで説明することの効果が期待され
る可能性のある身体的、精神的、社会的にケアを必要と
する人々を対象とした研究フェーズに進み、 AISが症状
の理解やニーズのある人々のサポートに役立つ診断ツー
ルとして使用されるようになることを期待する。
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